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1.  はじめに 
 近年、少子高齢化社会による人手不足、台風・豪雨・地震等 自然災害による甚大な被害

が深刻化しています。ＴＯＡグループではこれらの問題に対し、創業以来 84 年間培ってき

た音の明瞭化技術を活用し、「生産性向上」・「災害対策」の一手として放送音響設備のご提

案をさせて頂いております。 
 本書では、新製品である高齢者向けスピーカーを中心にその活用方法・製品開発の 
背景・特徴等を中心にご紹介をさせて頂きます。 
 
2.  高齢者向けスピーカー 
2-1 製品開発の背景 
 人間誰しも加齢により聴力が低下しますが、補聴器が必要と思われる高齢者の中でも 
実際に補聴器を付けている方は少ないのが現状です。 
 2016 年には「障害者差別解消法」が施行され、全ての民間事業者は障害者の方に対して 
合理的配慮の努力義務が求められています。ＴＯＡでは、加齢に伴う難聴に着目し、高齢

者の聴こえ改善が可能な音を明らかにし、商品へ展開しております。 
 
2-2 高齢者の聴こえ方の特徴 
図 1 に加齢による聴力変化に関し、内容を示します。加齢により聴力は高い音から聴こえ

にくくなり、音の大きさに対する調整機能も低下します。 

 
図１ 加齢に伴う聴力低下・音の大きさに対する調整機能の低下 
出典：内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付障害者施策担当 



2-3 高齢者向けスピーカーの効果と特徴 
これまでにＴＯＡでは、様々な拡声シーンに対して、適切な商品と技術を開発してきまし

た。中でも防災市場での広域屋外拡声では、様々な手段で音声の明瞭会に取り組んでいま

す。製品発売にあたり、様々な環境下において単語了解度試験を高齢者及び一般健聴者に 
実施し、明瞭性が改善されることを確認しました。＊ 
実験を通して明らかになったことは、音色に変化を加えることで高齢者の明瞭性が向上す

るだけでなく、一般の健聴者においても明瞭性が向上することが分かりました。一般の人

の明瞭性が向上する条件としては、「騒音がうるさい場合」「音量が足りない場合」が挙げ

られます。つまり、音を聞く環境下において、一般人でも「難聴」状態である場合にも 
効果を発揮します。この技術が「音色によるバリアフリー」を実現していると言い換える

ことが出来、災害時の迅速な避難誘導・工場や病院など騒音環境下が大きい場所での聴こ

えないを防ぐ＝生産性アップが期待できます。 
＊日本音響学会 2017 年度秋季発表会[講演番号 2-5-3]／2018 年度春季発表会[講演番号

1-3-8]にて発表 

 
図２ 従来型スピーカーと高齢者向けスピーカーの試験比較 
 
3. 製品のラインナップ  
・高齢者向けワイヤレススピーカーセット WA-01KS 

 



・高齢者向けスピーカー ES-01KS 

 
 
・広エリア用スリムスピーカー  

 
 


